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108

41

64

65

35

48

31

80

117

117

1

5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

入居当初

居住者アンケー
ト実施時

比較的よく見る（１日１回以上）
たまに見る（数日に１回程度）
まれに見る（１週間に１回程度）
ほとんど見ない（１か月に１回以下）
ほとんど確認したことがない
未記入

・入居当初に対して、アンケート実施時（概ね入居１年後）は確認頻度
が顕著に低下。(アンケート実施時でも30％近くの居住者は「比較的よ
く見る」「たまに見る」と回答）

・「ほとんど確認したことがない」との回答も30％強を占める。

34

約８割の居住者は、気づきがありと回答。
気づきのある居住者の大半は行動していると回答。

60 62 16 147

0% 20% 40% 60% 80% 100%

50 65 5 1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

35

HEMS ※1 ※2

22% 32%
31% 19%
22% 6%

22% 0%
13% 6%

7% 4%
5% 6%

20% 40%
3% 11%

※1 n=144
※2  n=53

36
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n /
/

56 84% 5%
381 66% 16%
392 64% 18%
392 64% 17%
392 63% 19%
270 56% 26%
392 56% 27%
392 55% 26%

OFF 270 53% 29%

ON/OFF 392 49% 32%
392 42% 40%
392 37% 44%
270 34% 48%
381 33% 49%
392 3% 0%

37

※

10℃
4mmHG

℃ 1mmHG

10℃
1400 /

SWH

21℃

18℃

16℃

9 12℃

5℃ ※

SWH

55

BEST

スマートウェルネス化に向けた省エネ改修

40
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調査方法
想定するケーススタディ

想定したケース

断熱性能
（部分断熱改修は
改修範囲および部位）

昭和55年基準
2人世帯 4人世帯

断熱改修 断熱改修
1階全体 1・2階全体

開口部 開口部/床
開口部/床/
外壁/下屋
天井

開口部 開口部/床 開口部/床/
外壁/天井

常時換気[回/h]
（基準気積） なし 第3種換気：

0.5（全館） なし 第3種換気：
0.5（全館）

漏気[回/h] 
（基準気積）

1.0（全
館） 0.25（全館）階段扉あり注 1.0（全

館） 0.25（全館）階段扉なし注

暖
房

基準（20℃設定） ○基準 ○A ○A ○A ○基準 ○B ○B ○B
就寝時暖房 ○B
起床時暖房 ○B
就寝中暖房 ○B
運転状況の見直し
（二段階室温設定） ○A ○A ○B

※○：ケーススタディを実施した条件 A,B：図1におけるシナリオ 注：開口部の気密化や通気止めを想定

《4人世帯》
事業主

スケジュール

《2人世帯》
空衛学会

スケジュール

《2人世帯》
空衛学会
スケジュール

《4人世帯》
事業主

スケジュール

改修もしくは
暖房運転状況の見直し

シナリオB 中古流通

ライフサイクルの考慮
比較

比較

シナリオA
建設当時 現在

41

調査方法
想定するケーススタディ

部位の熱貫流率（単位：[W/(m2･K)]）
断熱性能 天井 外壁 床 開口部

昼 夜
改修前：昭和55年基準相当 0.93 1.03 1.17 5.09 4.67
改修後：平成25年基準相当 0.24 0.53 0.48 3.63 3.41

2人世帯
1階全体

4人世帯
1・2階全体

42

調査方法
シミュレーション設定条件

住宅事業建築主の判断基準 標準プラン

2人世帯のケースで暖房 4人世帯のケースで暖房
43
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調査方法
シミュレーション設定条件

シミュレーション設定条件
項目 設定内容 項目 設定内容

地域 東京 暖房
スケジュール

4人世帯は住宅事業建築主の判断基準における
居室間歇空調を、2人世帯はSCHEDULEの
高齢者2人世帯の在室暖房のスケジュールを
ベースとする。4人世帯の寝室・子供室に
ついては、就寝時暖房（就寝前1時間と
就寝後2時間）、起床時暖房（起床前1時間）、
起床時暖房（就寝時間帯）も追加。

気象データ 拡張アメダス気象データ2000年版標準年
プログラム BEST住宅版（仮）
計算時間間隔 5分
暖房期間 11月4日～4月21日
建物モデル 自立循環型住宅モデル（木造住宅） 常時換気・

局所換気
第3種換気：住宅事業建築主の判断基準に準じ

居室に設置した給気口より給気、
1階はトイレと浴室、2階はトイレより
排気した。換気動力は0.3W/(m3/h)とした。
換気動力は、内部発熱として扱わない。

延床面積 120m2

暖房方式 居室：LD、和室、寝室、子供室に
ルームエアコンを設置。
定格暖房能力、定格暖房COPは
LD：8.5kW（3.63）、寝室：2.8kW
（5.00）、子供室：2.2kW（4.89）

局所換気 台所、1階トイレ、浴室に住宅事業建築主の判断基準
の風量、スケジュールに則り設定。換気動力は
0.3W/(m3/h)とした。

設定温度 各室作用温度で20℃設定。
ただし、暖房運転状況の見直しを行う
二段階室温設定のケースでは、就寝時間
帯の暖房設定温度を18℃とする。

隣室間換気 室間建具がないもしくは開放していると想定した室
間（LDと台所間、1Fホールと2Fホール間、廊下と脱
衣室間）：隣接2室合計気積の20回/h相当
室間建具で仕切られている室間：隣接2室合計気積の
1回/h相当

内部発熱 4人世帯は住宅事業建築主の判断基準、2
人世帯はSCHEDULEの高齢者2人世帯の在
室暖房のスケジュールをベースとして、
人体、照明、機器発熱を与える。機器の
顕熱発熱は全て対流成分、照明は対流成
分を70%として入力した。潜熱発熱は人
体と調理を設定。

家具などの
熱容量

LDK：28.35kJ/m3K
LDK以外の室：18.9kJ/M3k

開口部遮へい 昼間（7～18時）はレースカーテンを閉鎖。夜間（18
～7時）はレースカーテン＋厚手のカーテンを閉鎖。

48
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時台 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

4人
世帯

居間
平日
休日

子供室1
平日
休日

子供室2
平日
休日

寝室
平日
休日

2人
世帯

居間
平日
休日

寝室
（和室）

平日
休日

調査方法
シミュレーション設定条件

暖房スケジュール

暖房運転
就寝時間帯（二段階室
温設定では18℃）

暖房運転

就寝中暖房 起床時暖房 就寝時暖房

49
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[℃]

健康性の評価法
温熱環境評価指標案（a・b・d・f・g）のイメージ

暫定的に、実現作用温度と目標値（18℃）の差を積算したものを
温熱環境評価指標案として使用。評価法の整備は今後の課題。

目標値
（18℃）

入浴時
起床時

50

健康性の評価法
温熱環境評価指標案

指標 場面
関連し得
る事故、
疾患等

集計方法 チャートの軸
期間 時刻／

時間帯 室／室間 集計
対象 集計方法 最も

悪い
最も
良い

a
入浴
開始
時

血圧上昇

暖房
期間

平日20:45
休日17:00

廊下

ＯＴ

基準温度
（18℃）から
の差の積算※

400 0
b 浴室 1200 0

c リビング
ー浴室 温度差 10 0

d 起床
時 高血圧 6:30

寝室
（二人世帯
では和室、
以下同様）

ＯＴ
基準温度

（18℃）から
の差の積算※

2000 0

e 床表面
温度 絶対値 5 20

f
就寝
中

呼吸器系
疾患

0:00
～6:30 寝室 室温 基準温度

（18℃）から
の差の積算※

10000 0
g

血圧上昇 0:00
～6:30

トイレ ＯＴ 10000 0
h 寝室

―トイレ 温度差 10 0
※基準温度を下回る場合について積算

51

起床時
1月平日6:30 指標a

入浴開始時
廊下OT 指標b

入浴開始時
浴室OT

指標c
入浴開始時
リビング
-浴室OT差

指標d
起床時
寝室OT指標e

起床時
寝室床表面温度

指標f
就寝時
寝室室温

指標g
就寝時
トイレOT

指標h
就寝時

寝室-トイレOT差

温熱環境評価指標案

無断熱の例

最も良い

最も悪い

健康性の評価法

52

13 / 20 グリーン建築推進フォーラム（GBF）月例セミナー第06回資料



0

5

10

15

20

25
外気温度
リビングOT
和室OT
廊下OT
トイレOT
脱衣室OT
浴室OT
供室

[℃]

0

5

10

15

20

25
02
/0
1 
00
:0
0

02
/0
1 
03
:0
0

02
/0
1 
06
:0
0

02
/0
1 
09
:0
0

02
/0
1 
12
:0
0

02
/0
1 
15
:0
0

02
/0
1 
18
:0
0

02
/0
1 
21
:0
0

02
/0
2 
00
:0
0

02
/0
2 
03
:0
0

02
/0
2 
06
:0
0

02
/0
2 
09
:0
0

02
/0
2 
12
:0
0

02
/0
2 
15
:0
0

02
/0
2 
18
:0
0

02
/0
2 
21
:0
0

02
/0
3 
00
:0
0

外気温度
リビングOT
和室OT
廊下OT
トイレOT
脱衣室OT
浴室OT
子供室1OT
寝室OT
子供室2OT

[℃]

計算結果
代表日の計算結果

代表日作用温度の例（2月1日、2日）

改修前の住宅が昭和55年基準相当では、
部位の改修による温熱環境改善効果が見られた。

4人世帯
昭和55年基準相当

4人世帯
昭和55年基準相当
1・2階全体
開口部・床改修

10℃未満

10℃程度

53

0

5

10

15

20

25

02
/0
1 
00
:0
0

02
/0
1 
03
:0
0

02
/0
1 
06
:0
0

02
/0
1 
09
:0
0

02
/0
1 
12
:0
0

02
/0
1 
15
:0
0

02
/0
1 
18
:0
0

02
/0
1 
21
:0
0

02
/0
2 
00
:0
0

02
/0
2 
03
:0
0

02
/0
2 
06
:0
0

02
/0
2 
09
:0
0

02
/0
2 
12
:0
0

02
/0
2 
15
:0
0

02
/0
2 
18
:0
0

02
/0
2 
21
:0
0

02
/0
3 
00
:0
0

外気温度
リビングOT
和室OT
廊下OT
トイレOT
脱衣室OT
浴室OT
子供室1OT
寝室OT
子供室2OT

[℃]
0

5

10

15

20

25
外気温度
リビングOT
和室OT
廊下OT
トイレOT
脱衣室OT
浴室OT
供室

[℃]

計算結果
代表日の計算結果

代表日作用温度の例（2月1日、2日）

1・2階全体の改修による
温熱環境改善効果が見られた。

4人世帯
昭和55年基準相当

4人世帯
昭和55年基準相当
1・2階全体
開口部・床・
外壁・天井改修

10℃未満

10℃超

54
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計算結果
代表日の計算結果

代表日作用温度の例（2月1日、2日）

就寝時暖房による夜間の寝室・子供室温度の上昇が見られる。

4人世帯
昭和55年基準相当

4人世帯
昭和55年基準相当
就寝時暖房

55

計算結果
温熱環境評価指標案

温熱環境評価指標案

指標a
入浴開始時
廊下OT 指標b

入浴開始時
浴室OT

指標c
入浴開始時
リビング
-浴室OT差

指標d
起床時

寝室／和室OT
指標e
起床時

寝室／和室床表面温度

指標f
就寝時

寝室／和室室温

指標g
就寝時
トイレOT

指標h
就寝時

寝室-トイレOT差

無断熱 H04
H25 超高断熱
S55_四人_基準 S55_二人_基準

断熱性能が向上する
ほど温熱環境が改善

56
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指標a
入浴開始時
廊下OT 指標b

入浴開始時
浴室OT

指標c
入浴開始時
リビング
-浴室OT差

指標d
起床時

寝室／和室OT
指標e
起床時

寝室／和室床表面温度

指標f
就寝時

寝室／和室室温

指標g
就寝時
トイレOT

指標h
就寝時

寝室-トイレOT差

無断熱 H04
H25 超高断熱
S55_四人_基準 S55_二人_基準

計算結果
温熱環境評価指標案

温熱環境評価指標案

温度差の表現方法は
今後の検討課題

57

S55_四人_基準
S55_四人_就寝時暖房
S55_四人_起床時暖房
S55_四人_就寝中暖房
S55_四人_就寝中暖房_二段階室温設定

指標a
入浴開始時
廊下OT 指標b

入浴開始時
浴室OT

指標c
入浴開始時
リビング
-浴室OT差

指標d
起床時
寝室OT

指標e
起床時

寝室床表面温度

指標f
就寝時
寝室室温

指標g
就寝時
トイレOT

指標h
就寝時

寝室-トイレOT差

計算結果
温熱環境評価指標案

温熱環境評価指標案

暖房による
温熱環境改善効果

58

S55_四人_基準
S55_四人_窓
S55_四人_窓床
S55_四人_窓床外壁天井

指標a
入浴開始時
廊下OT 指標b

入浴開始時
浴室OT

指標c
入浴開始時
リビング
-浴室OT差

指標d
起床時
寝室OT

指標e
起床時

寝室床表面温度

指標f
就寝時
寝室室温

指標g
就寝時
トイレOT

指標h
就寝時

寝室-トイレOT差

計算結果
温熱環境評価指標案

温熱環境評価指標案

暖房による
温熱環境改善効果

59

S55_二人_基準
S55_二人_窓
S55_二人_窓床
S55_二人_窓床外壁天井
S55_二人_窓床外壁天井_二段階室温設定

指標a
入浴開始時
廊下OT 指標b

入浴開始時
浴室OT

指標c
入浴開始時
リビング
-浴室OT差

指標d
起床時
和室OT

指標e
起床時

和室床表面温度

指標f
就寝時
和室室温

指標g
就寝時
トイレOT

指標h
就寝時

寝室-トイレOT差

計算結果
温熱環境評価指標案

温熱環境評価指標案

2人世帯でも同様

60
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計算結果
暖房用エネルギー消費量

暖房用一次エネルギー
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暖
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用
一
次
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ー
[G
J/
年
]

-19% -22% -40%
四人世帯基準条件に対して

-19% -23% -38%
二人世帯基準条件に対して

-8% -34%25%38%18%13%

就寝時、起床時、就寝中の暖房では1～4割程度
暖房用エネルギーが増加。 61

暖房用一次エネルギー
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リビング 和室 寝室 子供室1 子供室2 脱衣室 浴室

暖
房
用
一
次
エ
ネ
ル
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ー
[G
J/
年
]

-19% -22% -40%
四人世帯基準条件に対して

-19% -23% -38%
二人世帯基準条件に対して

-8% -34%25%38%18%13%

断熱改修では暖房用エネルギーが2～4割程度削減される。

計算結果
暖房用エネルギー消費量

62

計算結果
エネルギー消費量と温熱環境評価指標案の関係

暖房用エネルギーと温熱環境評価指標案の関係
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時

浴
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温
熱
環
境
評
価
指
標
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・
回
]

基準

改修

指標b

改修に伴う断熱性能の向上により、
暖房用エネルギー削減、かつ、浴室の温熱環境評価指標案が改善。

63
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改修

改修

就寝時
暖房

就寝中
暖房二段階

設定

指標d

起床時

計算結果
エネルギー消費量と温熱環境評価指標案の関係

暖房用エネルギーと温熱環境評価指標案の関係

暖房使用により暖房用エネルギーは増加するが、
起床時の寝室の温熱環境評価指標案は改善。 64
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CASBEE健康チェックリストを活用した熱負荷時刻歴・期間
シミュレーション結果の健康性評価に関する提案

BEST
CASBEE

CASBEE http://www.ibec.or.jp/CASBEE/casbee_health/index_health.htm 65

CASBEE健康チェックリストを活用した評価法の提案
CASBEE健康チェックリストの暖かさに関する設問

CASBEE健康チェックリスト暖かさに関する設問項目

①I.居間・
リビング

3 冬、暖房が効かずに寒いと感じることがあり
ますか？

②
II.寝室

11冬、寒くて眠れないことがありますか？
③ 12冬、起きたときに鼻や喉が乾燥していること

はありますか？
④IV.浴室・

脱衣所・
洗面

20冬、脱衣所が寒いと感じることがあります
か？

⑤ 21冬、浴室が寒いと感じることがありますか？
⑥V.トイレ 27冬、寒いと感じることはありますか？
⑦Ⅶ.廊下・階
段・収納

33冬、部屋を出たときに寒いと感じることはあ
りますか？

※3、11等の数字はCASBEE健康チェックリストにおける、
①等の数字は本研究における設問番号を示す。

7項目、各項目3点の合計21点満点で評価。
66

CASBEE健康チェックリストを活用した評価法の提案
暖かさに関する得点と健康性の関係

既往研究における断熱性能と暖かさの得点の関係

高柳，伊香賀，村上，清家，中野：健康維持増進に向けた住環境評価ツールの有効性の検証，
日本建築学会環境系論文集 第76巻 第670号，pp.1101-1108，2011年12月

断熱性能の高い住宅ほど、暖かさの得点が高い。
67

CASBEE健康チェックリストを活用した評価法の提案
暖かさに関する得点と健康性の関係
既往研究における冬の風邪の発症率と暖かさの得点の関係

暖かさの得点から、健康性（冬の風邪の発症率）が評価できる。

高柳，伊香賀，村上，清家，中野：健康維持増進に向けた住環境評価ツールの有効性の検証，
日本建築学会環境系論文集 第76巻 第670号，pp.1101-1108，2011年12月

68
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CASBEE健康チェックリストを活用した評価法の提案
暖かさに関する得点の算出方法案

暖かさに関する得点の算出方法
無断熱_基準 暖かさ /21点 涼しさ 5.5点 /15点 27.0 GJ/年

備考
to,m 6:00 tf,b 20:45

合計点数 0点 3点 5℃ 18℃ 17℃ 25℃

0.16点

to,m 0:00 tf,n 0:00
合計点数 0点 3点 5℃ 18℃ 17℃ 25℃

0.43点

合計点数 0点 3点

1.00点

to,b 20:45 tf,b 20:45 ta,l-ta,b 20:45
合計点数 0点 3点 5℃ 18℃ 5℃ 25℃ 15℃ 0℃

1.20点

to,b 20:45 tf,b 20:45 ta,l-ta,b 20:45
合計点数 0点 3点 5℃ 18℃ 5℃ 25℃ 15℃ 0℃

0.56点

to,t 2:00 tf,t 2:00 ta,s-ta,t 2:00
合計点数 0点 3点 5℃ 18℃ 5℃ 25℃ 15℃ 0℃

1.56点

to,c 2:00 tf,c 2:00 ta,s-ta,c 2:00
合計点数 0点 3点 5℃ 18℃ 5℃ 25℃ 15℃ 0℃

1.62点
点数 0.38点 0.28点 0.96点

1.0点 1.0点
計算結果 10.0℃ 10.6℃ 0.6℃

⑦ 廊下

- -

魔のイベント点数配分 1.0点

点数 0.35点 0.24点 0.96点

1.0点 1.0点
計算結果 9.6℃ 9.9℃ 0.6℃

⑥ トイレ

- -

魔のイベント点数配分 1.0点

点数 0.25点 0.17点 0.14点

1.0点 1.0点
計算結果 8.2℃ 8.4℃ 12.9℃

⑤ 浴室

- -

点数配分 1.0点

9.1℃
点数 0.52点 0.29点 0.39点

点数配分 1.0点 1.0点 1.0点
計算結果

1.00点

④ 脱衣所

- -

11.7℃ 10.8℃

3.0点
計算結果 3.0W/㎡K

UA 無断熱・
S55：1.0点、
H4・H25：1.5
点、超高断
熱：2.0点

③ 寝室2
(乾燥）

- - - -

点数配分

点数

点数 0.43点 0.00点

1.5点 1.5点
計算結果 8.7℃ 9.0℃

②
寝室1
（寒
さ）

- - -
0:00→就寝時

刻点数配分

点数 0.16点 0.00点

6:00→朝暖房
を付ける直前
20:45→入浴
開始

点数配分 1.5点 1.5点

冬
の
代
表
日
（
2
月
1
日
夜
〜
2
月
2
日
朝
）

① 居間

- - -

計算結果 6.4℃ 16.9℃

6.5点 空調一次エネ

to ta tf Δt UA

a o ,m ,s ,t ,c
空気温度 OT 朝 寝室 トイレ 廊下

添え字凡例 f ,n ,b ,l
床表面 夜間 入浴時 リビング

例1)
浴室の寒さは、浴室の
作用温度・床表温度、
リビングとの温度差が
関連すると考え、
冬の代表日の20:45
（入浴開始時刻）の
温度で評価。

作用温度、床表温度、
リビングとの温度差は、
同じ重み付け（各1点）
とする。

69

CASBEE健康チェックリストを活用した評価法の提案
暖かさに関する得点の算出方法案

暖かさに関する得点の算出方法
無断熱_基準 暖かさ /21点 涼しさ 5.5点 /15点 27.0 GJ/年

備考
to,m 6:00 tf,b 20:45

合計点数 0点 3点 5℃ 18℃ 17℃ 25℃

0.16点

to,m 0:00 tf,n 0:00
合計点数 0点 3点 5℃ 18℃ 17℃ 25℃

0.43点

合計点数 0点 3点

1.00点

to,b 20:45 tf,b 20:45 ta,l-ta,b 20:45
合計点数 0点 3点 5℃ 18℃ 5℃ 25℃ 15℃ 0℃

1.20点

to,b 20:45 tf,b 20:45 ta,l-ta,b 20:45
合計点数 0点 3点 5℃ 18℃ 5℃ 25℃ 15℃ 0℃

0.56点

to,t 2:00 tf,t 2:00 ta,s-ta,t 2:00
合計点数 0点 3点 5℃ 18℃ 5℃ 25℃ 15℃ 0℃

1.56点

to,c 2:00 tf,c 2:00 ta,s-ta,c 2:00
合計点数 0点 3点 5℃ 18℃ 5℃ 25℃ 15℃ 0℃

1.62点
点数 0.38点 0.28点 0.96点

1.0点 1.0点
計算結果 10.0℃ 10.6℃ 0.6℃

⑦ 廊下

- -

魔のイベント点数配分 1.0点

点数 0.35点 0.24点 0.96点

1.0点 1.0点
計算結果 9.6℃ 9.9℃ 0.6℃

⑥ トイレ

- -

魔のイベント点数配分 1.0点

点数 0.25点 0.17点 0.14点

1.0点 1.0点
計算結果 8.2℃ 8.4℃ 12.9℃

⑤ 浴室

- -

点数配分 1.0点

9.1℃
点数 0.52点 0.29点 0.39点

点数配分 1.0点 1.0点 1.0点
計算結果

1.00点

④ 脱衣所

- -

11.7℃ 10.8℃

3.0点
計算結果 3.0W/㎡K

UA 無断熱・
S55：1.0点、
H4・H25：1.5
点、超高断
熱：2.0点

③ 寝室2
(乾燥）

- - - -

点数配分

点数

点数 0.43点 0.00点

1.5点 1.5点
計算結果 8.7℃ 9.0℃

②
寝室1
（寒
さ）

- - -
0:00→就寝時

刻点数配分

点数 0.16点 0.00点

6:00→朝暖房
を付ける直前
20:45→入浴
開始

点数配分 1.5点 1.5点

冬
の
代
表
日
（
2
月
1
日
夜
〜
2
月
2
日
朝
）

① 居間

- - -

計算結果 6.4℃ 16.9℃

6.5点 空調一次エネ

to ta tf Δt UA

a o ,m ,s ,t ,c
空気温度 OT 朝 寝室 トイレ 廊下

添え字凡例 f ,n ,b ,l
床表面 夜間 入浴時 リビング

例2)
18℃：イギリスの冬期

住宅内温度指針に
おける推奨値

5℃：無断熱条件における
冬期の代表日の朝
の冷え込みを考慮

間は線形となるよう得点換
算

例4)
25℃：快適感が最も高く

なる温度を想定

例3)
15℃：無断熱条件における

冬期の代表日の朝の
冷え込み5℃と、
暖房設定温度20℃
（作用温度）より

70

評価方法案を用いたケーススタディ結果の評価
暖かさに関する設問別の得点

断熱性能の高い住宅ほど、各設問の得点が高くなる傾向。

0

1

2

3

暖① 暖② 暖③ 暖④ 暖⑤ 暖⑥ 暖⑦

無断熱_基準 S55_基準 H4_基準 H25_基準 超高断熱_基準

暖
か
さ
に
関
す
る
得
点
[点
]

71

評価方法案を用いたケーススタディ結果の評価
暖かさに関する得点（７問の合計）

提案する評価法の点数は、無断熱の条件（UA値3.0W/㎡K）で既往
研究よりも低い。得点換算の方法の見直しが必要。
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9
12
15
18
21

0 1 2 3

暖かさ
暖かさ_2人世帯
暖かさ_既往研究

暖
か
さ
涼
し
さ
に
関
す
る
得
点
[点
]

UA値[W/㎡K]
※既往研究における断熱性能について、S55基準以前（旧省エネ基準以下）、S55基準、
H4年基準（新省エネ基準）、H11基準（次世代省エネ基準）がそれぞれ、
本研究のケーススタディにおける無断熱、昭和55年基準相当、平成4年基準相当、
平成25年基準相当のUA値に等しいと仮定した。
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評価法案に関するまとめと課題

• CASBEE

•

0
UA

73

1 2F 1 2

1 2F 1 2
1 GW

1 2F

1 2
1

2 XPS
1 GW

2 GW
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